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　現在、数字表示をしている物性分野領域に以下の提案をすることが、11月12日の理事
会で決まりました。つきましては、メーリングリストやインフォーマルミーティングで提
案に対する検討をお願いします。検討いただいた上で、賛成の場合は略称名などの案を、
反対などの場合はその理由などをお寄せ下さい。

[提案概要]
　物性領域の数字表示を名称（略称）表示とする。
　物理学会の物性領域名を数字であらわす現在のシステムを作った背景には旧分科会の硬
直性を打破する意図があり、現在のシステムは一定の効果があった。しかしながら、当初
「固定化を防止するために固有の名称は付けずに番号で区別する」とした数字表示も固定
化は避けられず、それ以上にいくつかの問題点をかかえている。特に、
 ＊他の領域の内容がわかりにくいので、数字の内側にこもる傾向が強い。
 ＊将来、領域を再編成しようとすると、あとのすべての数字に影響する。
という不都合がある。
　ついては、まず数字による名称を内容を表す名称に変更すれば、上記の2つの問題点は
軽減ないし解決すると思われる。名前を変えるだけのシステム変更は、それ程の時間をと
らないと思われるが、長い間数字表示を用いているために変更は多岐にわたるし、また、
今後も数字表示で全く差し支えないなどの異なる意見もあり得る。これについて、物性コ
ミュニティの意見を聞いた上で、合意が得られるようであれば数字表示から名称（略称）
表示への移行を進める。

[背景]
　領域の導入は1999年９月（秋の分科会：岩手大）からで、当初は分科会の物性分科に
ついて領域を導入し、年会は従来通りの分科を用いてプログラム編成を行なうことになっ
ていたが、 2000年3月（春の分科会：関西大）を経て、 物性分野から「分科会は領域
制、年会は従来通りと、方式を変えながら運営する事は煩雑である」という意見があり、
2000年９月（年次大会：新潟大）から、素粒子・核物理・宇宙線分野は分科ごと、それ
以外の分野は領域制によるプログラム編成を行なうことに決まった。（2000年5月理事
会からのお知らせ）(会誌55巻5号「年次大会（年会）における「領域制導入につい
て」」）

※「年会・分科会検討ワーキンググループ」の「物理学会物性分科会の変更案（その３）」（会誌53巻3号
付録1998年春の分科会（東邦大など）のプログラム）に、分科会を変えるいくつかの理由が記載。
「領域」設置の主旨：「（前略）前回の提案では「部会」を設置することになっていましたが、部会という
名前は各研究グループの利益を代表するニュアンスがあり、分野間の新たな壁を作ることになりかねないと
いう懸念が寄せられたためです。領域の機能は、あくまでプログラム編成という技術的なものであり、固定
化を防止するためにも固有の名称は付けずに番号で区別することにします。各領域は、一般講演申し込みの
際に使用するキーワードを設定します。（後略）」（２重下線は原文になし）



※「年次大会（年会）における「領域制導入について」」（2000年５月）には「領域制による学会運営は
始まったばかりで改善の余地は多いと思います。いろいろなご意見をお寄せ下されば、今後参考にさせてい
ただきます。」とある。

　2001年7月：「分科・領域委員会」（5分科13領域の代表と領域外委員6名大会担当理
事2名）が設置され、同時に「ビーム物理分科」の試行（3年間）が承認された。（会誌
56巻10号）（その後、2005年6月の理事会で、ビーム物理の領域化と開催は年次大会の
みとすることが決定して、2006年の年次大会から実施）
　2002年7月：「物理と社会」領域設置の報告記事（会誌57巻9号）の中で、「物性分
科での分科と領域の二重構造に関しては、構成メンバーの学問的交流によって統一した形
に進化してゆくことが望ましいが、その実施形態については各領域の判断を尊重すること
としたいと考えている。」（分科・領域委員会委員長　宮下精二）とある。 2002年11
月より物性分野の分科の世話人が領域世話人へ変更（現在は運営委員）される。現在の様
な領域代表による領域運営が実質的に始まったのは、この頃であると思われる。
　2005年3月（第60回年次大会：東理大野田）より素核宇の各分科も領域という呼称を
用いる様になった。（2004年に素核宇に領域化を打診し、その後規程などを設定し、現
行の領域委員会規程を2004年６月12日に制定）
　2006年3月に若手奨励賞実施要綱を定め、2007年９月（第６2回年次大会：北大）よ
り若手奨励賞の表彰を行なっている。

現在の物性分野領域
上段：当初のキーワード設定の基礎となる研究分野名と97年秋の分科会での講演件数
下段：現在の領域webの表記と第63回（08年春）年次大会講演件数
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------
 領域1 量子エレクトロニクス、原子分子（180）
   原子・分子、量子エレクトロニクス、放射線物理（269）
 領域2 ブラズマ、放電（220）
   プラズマ基礎・プラズマ科学・核融合プラズマ・プラズマ宇宙物理（179）
 領域3 磁性（f電子以外の現細目に相当する分野）、磁気共鳴（390）
   磁性、磁気共鳴（324）
 領域4 半導体、メゾスコピック系（220）
   半導体、メゾスコピック系・局在（151）
 領域5 光物性（230）
   光物性（236）
 領域6 金属、液体、準結晶、量子液体・固体、超伝導（180）
   金属、超低温、超伝導・密度波（146）
 領域7 分子性固体・有機導体（180）
   分子性固体・有機導体（286）
 領域8 強相関系（高温超伝導、ｆ電子系など）（480）
   強相関系―高温超伝導、強相関f電子系など（579）
 領域9 表面・界面、結晶成長（230）



   表面・界面、結晶成長（196）
 領域10 誘電体、格子欠陥、X線粒子線、放射線（250）
   誘電体、格子欠陥、Ｘ線・粒子線、フォノン物性（175）
 領域11 統計力学、非線形非平衡系、流体力学（430）
   統計力学、物性基礎論、応用数学、力学、流体物理（417）
 領域12 生物物理、科学物理、高分子・液晶・統計力学（200）
   ソフトマター物理、化学物理、生物物理（155）
 領域13 物理教育、物理学史（20）
   物理教育、物理学史、環境物理（71）
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

[領域略称、領域名称について]
・略称名は最大で5文字までとする。
・略称名の他にキーワードなどの補足を括弧書きにより最大24文字まで付けることがで
きる。（例：強相関系（高温超伝導、鉄系超伝導、強相関f電子系など））
・MLなどで用いているアルファベットによる表記(“jps-r8”など)の数字表記に代わるもの
も検討・報告・登録する。(例：”jps-SCES”)（現在でも領域3は”jps_r3_jisei”）
・領域略称名などを変更したい場合は、随時、領域委員会に諮れるものとする。



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service




